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➨㸳学ᖺࠕᅜㄒࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ 㯮⏣ ⱥὠ子 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 １㝵多目的ᐊ  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 㸦話し合い１１㸸㸮㸮㹼１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 ༢ඖྡ ࡀࡋࡓࢃぢࡇࡓࡅࡘのᛮࣥࢩࠕࠥ ࠸ゎ㔘ࠐࠐఏࠖࠥ 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

༢ඖ┠ᶆ ࣭ఏグにᥥかれているே≀のே≀ീを捉え⏕き方について考えをまとめることができる。 

࣭お互いの意見やឤ想を明らかにし、ࡑの᰿ᣐについてඹឤしながら⪺く。 

本༢元は、ఏグからㄞみ取ったことをもとに、ࡑのே≀の࢖ンタࣗࣅー␒組をస成し、ே⏕の㌿᥮点

でఱが㉳きたのか、ఱを考え行動したのかを捉え、自分の⏕き方についての考えをまとめることをねら

いとしている。࢖ンタࣗࣅー␒組については、࢖ンタࣗࣅー๻のようなスタ࢖ルを想定している。この

ような学⩦活動を考えたのは、「おⲔっこ &0ࠥ学校をよくする編ࠥ」また「社会をちࡻっとよくする

編」などの &0 ๻సりをしてきていることにある。ࡑこで、今回は、ఏグをㄞんでࡑのே≀の⏕き方の

「すごい」ところを見つけ、ఏグからᚓた情ሗを⏕かして「ࢩンゎ㔘 ࠐࠐఏ」という␒組をసること

にした。「ࢩン」としたのは、自分たちのゎ㔘によって「新࣭深࣭┿࣭ᚰ࣭ಙ࣭進」など様々なゎ㔘を

ᮇᚅしたからである。ఏグは、ㄝ明的なᥥ෗と文学的なᥥ෗で構成されていることを踏まえ、࢖ンタࣅ

ࣗー␒組を構成する際にも、ゎㄝする部分と࢖ンタࣗࣅーする部分とをㄞみ分けていくようにさせたい。

教科᭩には、「やなせたかし」㸦ගᮧᅗ᭩㸧「ᡭሯ἞⹸」㸦ᮾி᭩⡠㸧が㍕っているが、この஧ேでも

よいし、別のே≀でもよいことにした。同じே≀のఏグでも様々な᭩⡠が出∧されているので、ࡑれぞ

れのㄞんだ本の中から情ሗを㞟め、⤂௓するே≀がどのようにᅔ㞴に❧ち向かい஌り㉺えたのか、どの

ようなேと出会い、どのようなᙳ㡪を受けてே間関係を築いていったのかなどにもᛮいをよせたい。ま

た、業⦼と⤖びつく࢚ࢯࣆーࢻだけでなく、業⦼とは全く関係ない࢚ࢯࣆーࢻもே間的としての かみ

をឤじるであろうし、みんなの知らない࢚ࢯࣆーࢻを見つけることはᐆ᥈しをする気分でఏグに᥋する

ことができるであろう。 

ゎㄝ者」「≀ఏのேࠐࠐ」「アーࣗࣅンタ࢖」ー␒組のస成にあたっては、「進行ᙺ」ࣗࣅンタ࢖

㸦ᑓ㛛ᐙ㸧」のようなᙺ๭を考えている。文Ꮠとしてᥥかれたே≀が❧体として❧ち上がり、子どもた

ちの⏕き方についての考えに新たなど点を୚えることを願っている。

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸯㸰᫬㛫┠㸭඲㸯㸲᫬㛫㸧 

第１ḟ ఏグをㄞみ、年⾲やᚰにṧった࢚ࢯࣆーࢻをまとめる。㸦ಶே㸧 ͐㸲時間 

第２ḟ ⤂௓したい஦᯶をỴめて、ྎ本సり࣭ᙺ๭分担をする。㸦ࢳー࣒㸧 ͐㸲時間 

第㸱ḟ ࢖ンタࣗࣅー๻の⦎⩦をする。㸦ࢳー࣒㸧 ͐２時間 

第㸲ḟ ࢖ンタࣗࣅー๻を見合い、⏕き方について話し合う。㸦全体㸧 ͐㸦本時 ２�㸲時間）

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

のே≀が㨩ຊ的に見えるᕤኵがあったか、受け⟅えがよりグ᠈にṧࡑ、を見て「ఏࠐࠐンゎ㔘ࢩ」࣭ 

ったのはどこかについて話し合う。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１㸬２つのࢳー࣒の「ࢩンゎ㔘ࠐࠐఏ」を見る。 

２㸬２つの「ࢩンゎ㔘ࠐࠐఏ」を見て、よくఏわってきたと

ころ、なる࡯どとᛮったところ、㉁ၥしたいところを出

し合う。 

㸱㸬本時の２ேのே≀の⏕き方についての話し合い、自分の

考えをまとめる。 

࣭２つのࢳー࣒が「ࢩンゎ㔘ࠐࠐఏ」を発⾲する。 

࣭発⾲が終わったら、グ者ᅋ㸦見ていた子どもたち㸧からの

㉁ၥを受ける。

࣭２つのࢳー࣒の発⾲が終わったら、࢖ンタࣗࣅーのよかっ

たところやᚰにṧったことࡤ、よくఏわらなかった部分に

ついて話し合う。 

࣭２ேのே⏕における重せな㌿᥮点は、どこだったのか、ࡑ

こでどのような考え方をしていたのか、ඹឤするところや

␲ၥにᛮうところ、ᢈุするところがあるかを話し合う。 

࣭本時の２ேの⏕き方を見て、考えたことをまとめる。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

 ఏグを࢖ンタࣗࣅー๻として再構成したことは、ㄞみの学⩦において、どのような意⩏があるのか。 

➨㸲学ᖺࠕ⌮⛉ࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ⲡ㔝 ೺

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 㸱㝵実㦂ほᐹᐊ １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 㸦話し合い１１㸸㸮㸮㹼１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 ༢ඖྡ ࡶのの ࡾࡲ᪉㸦✵Ẽ㸧 

       

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

子どもたちはこれまでの学⩦で、Ỉ࣭㔠属を めたときに体✚がቑえる様子や対ὶとఏ導の様子を

ほᐹしている。≉にỈについては、 められたỈが上᪼することから出た「同じ体✚ならࡤ 度が㧗い

Ỉの方が㍍いだろう」という௬ㄝをᇶに実際に同じ体✚で 度が␗なるỈの重さの 定をした。しかし、

後日行ったຊだめし㸦ࢸスト㸧ではỈの 度と体✚と重さの関係についてのၥ題で、ṇ⟅率が⣙ ��㸣

であり、���をୗ回る≧ἣであった。このෆᐜが子どもたちにとって㞴しいことをឤじた。今回の✵気

の 度と体✚と重さについての࢖メーࢪを⪺くと、Ỉと同じような変化を࢖メーࢪしている子が多いよ

うであった。 

本༢元では、まࡎ められた✵気が上の方へ⛣動することをほᐹし、Ỉと同じく対ὶによって ま

ることを☜認する。この学⩦から、✵気もỈと同じ まり方をしているという科学的ᴫ念をᣢたせたい。

して、✵気の重さを 定し、✵気にも重さがあること、 めると重さは変わらないが体✚がቑえるこࡑ

とから 度の㐪う✵気を同じ体✚でẚべたら㍍くなっていることを導き出せるようにしたい。✵気を 

めることで体✚がቑえることを実㦂によって☜認したことをᇶにして、本時では、考ᐹを行う。ಶேの

考ᐹを合わせながら学⣭での考ᐹを導き出せるようにしたい。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸴᫬㛫┠㸭඲㸴᫬㛫㸧 

第１ḟ ✵気はどのように まるのだろうか㸬͐２時間 

第２ḟ ✵気の重さはどうなっているだろうか͐２時間 

第㸱ḟ ✵気を めると体✚はどうなるのだろうか͐２時間㸦本時㸧 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ✵気が まると重さは変わらないが体✚がቑえることから、同じ体✚の場合は重さが㍍くなっている

ことを考ᐹや᣺り㏉りで導き出せる。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１ 前時の実㦂⤖果について☜認をする。 

２ ⤖果から✵気の体✚と重さについて考ᐹする。 

㸱 考ᐹをඹ᭷する。 

㸲 学⩦ឤ想を᭩く。 

 前時のඣ❺実㦂と₇♧実㦂の⤖果を☜認し、✵気をࠐ

めると体✚はቑえることをඹ᭷する。 

気の重さを 定したことやỈで実㦂したことを想㉳✵ࠐ

させるようにしたい。 

の後㡰␒でどんࡑ、研究ᡤの中で┦ㄯする時間を取りࠐ

どん考えたことを出させていく。㯮ᯈでྍど化する。 

いつものように終஢㸳分前を目Ᏻに᣺り㏉りの時間とࠐ

したい。 

࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

࣭ᐦ度の考え方につながるෆᐜを㸲年⏕でᢅうことについて。 

࣭学⣭というඹ同体における科学的な㧗まりをつくる学びとはఱかについて。 
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